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本
愈
「
図
版
編」

は
堅
田
が
作
成
し、

す
で
に
印
刷
済
み
で
あ
っ
た
も
の
を
利

用
し
た
。

堅
田
は
図
版
編
を
印
刷
し
未
製
本
の
ま
ま
保
管
し
て
い
た
。

こ
れ
に、

4
 

3

度

課
題
番
号
一

六
H

o-――
五
0
六

関
係
の
学
際
的
研
究
」

研
究
代
表
者

本
冊
は
こ
の
う
ち
の
「
図
版
編」

で
あ
る
。

清
家
章

二
0
一

六
＼―
I
O
I

九
年

究」

研
究
代
表
者

五＿―-
七
0
八
八
八

消
家
意

2
 

，

 

っ
た
。

告
編」

第
皿
章
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

本
報
告
は、

和
歌
山
県
田
辺
市
磯
間

ニ
ハ
六
番
八
と
二
01―一
番
一

に
所
在
す
る

磯
間
岩
陰
追
跡
の
埋
葬
関
連
逍
構
に
か
ん
す
る
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

調
査
で
確

本
柑
は、

調
査
の
事
実
報
告
を
中
心
と
し
た
「
考
古
報
告
編」
・
「
図
版
編」

と、

調
査
成
果
に
関
す
る
諸
問
題
を
検
討
し
た
「
分
析
·

考
察
編」

の
三
編
か
ら
な
る
。

発
掘
調
査
は
堅
田
直
氏
（
以
下、

敬
称
略）

が
田
辺
市
教
育
委
貝
会
か
ら
委
託

を
受
け
て
一

九
七
0
年
に
実
施
し
た
。

本
報
告
の
た
め
の
整
理
作
業
は、

日
本
学

術
振
興
会
科
学
研
究
骰
補
助
金
を
使
用
し
科
学
研
究
跨
磯
間
岩
陰
辿
跡
研
究
班

（
以
下、
「
科
研
骰
研
究
班
」

と
い
う）

が
進
め
た
。

科
研
毀
研
究
班
の
描
成
は

「
考
古
報
告
編」

第
I
章
に
記
す。

本
研
究
に
は
以
下
の
科
学
研
究
野
を
用
い
た
。

・

基
盤
研
究
C
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
海
浜
部
瑣
磁
の
考
古
学
・

人
類
学
的
研

二
0
1
―
ニ
ー
ニ
0
一

五
年
度

認
さ
れ
た
製
塩
追
構
は
「
図
版
絹」

の
み
で
示
さ
れ
る
。

言

課
題
番
号
ニ

・

基
盤
研
究
B
「
海
浜
部
在
地
硲
制
に
み
る
ヤ
マ
ト
政
権
と
在
地
勢
力
の
相
互

こ
う
し
た
事
情
か
ら
右
記
の
仕
様
と
な
っ
た
。

正
誤
表
に
記
し
た
。

明
ら
か
な
間
違
い
も
右
に
同
様
で
あ
る
。

須
恵
器
壺
の
実
測
図
を
製
固
の
上、

追
加
し
た
。

科
研
般
研
究
班
が
不
足
部
分
を
補
い
製
本
を
行
っ
た
。

と
く
に
堅
田
は
図
版
第
九

五
を
印
刷
し
て
い
な
か
っ
た
の
で、

科
研
骰
研
究
班
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

た

だ、

図
版
第
九
五
の
構
想
は
堅
田
に
あ
っ
た
よ
う
で、

土
器
を
上
下
に
配
し
た
写

真
の
写
し
が
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
相
当
す
る
写
真
を
図
版
第
九
五
に
掲
載
し、

堅
田
は
未
製
本
図
版
編
の
一

部
に
校
正
を
記
入
し
て
い
た。

科
研
骰
研
究
班
は

堅
田
の
校
正
と
書
き
込
み
の
一

部
を
「
図
版
編」

目
次
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に、

6.

「
考
古
報
告
編」

と
「
分
析
・

考
察
編」

は
横
柑
き
で
あ
る
が、
「
図
版
編」

は

縦
魯
き
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
図
版
編」

が
堅
田
に
よ
っ
て
一

九
七
0

年
代
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

か
つ
二
0
一

三
年
以
降
に
本
杏
を
発
行
す
べ

く
科
研
践
研
究
班
に
よ
る
再
整
理
が
始
ま
っ
た
時
に
は、

す
で
に
一

部
を
除
い
て

印
刷
済
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

本
報
告
に
お
い
て、

理
化
学
的
か
つ
文
理
融

合
的
分
析
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら、

文
章
の
記
載
は
横
書
き
が
望
ま
し
い
。

7．

研
究
の
進
展
に
よ
り、

堅
田
の
辿
物
に
対
す
る
認
識
が
本
瞥
の
そ
れ
と
異
な
る

こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
「
考
古
報
告
編」
・
「
分
析
・

考
察
編」

と
「
固
版
編」

と
の
間
に
は
賓
科
の
名
称
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

名
称
の
対
照
表
は
「
考
古
報

一

九
七
0
年
当
時
の
図
面
・

写
真
は
田
辺
市
教
育
委
員
会
で
保
管
し
て
い
る
。

本
科
の
編
集
は、

科
研
股
研
究
班、

と
く
に
杉
井
健
の
援
助
を
得
て
消
家
が
行
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第
八

辿
跡

第
七

辿
跡

第
六

第
四

第 第第図
版

辿
跡

第
五

辿
跡

辿
跡

磯
間
岩
陰
迫
跡
と
周
辺
の
空
中
写
真
（
昭
和
40
年）

磯
間
岩
陰
迎
跡
の
遠
景
（
東
か
ら）

辿
跡

岩
陰
の
調
査
前
の
全
娯
（
西
か
ら）

岩
陰
の
南
側
の
景
色
（
西
か
ら）

岩
陰
内
グ
リ
ッ
ト
を
み
る
（
北
西
か
ら）

岩
陰
内
グ
リ
ッ
ト
を
み
る
（
北
東
か
ら）

北
側
の
岩
棚
を
み
る
（
西
か
ら）

北
側
の
岩
棚
か
ら
全
景
を
み
る
（
北
上
方
か
ら）

第
一

号
石
室

表
土
除
去
後

天
井
石
を
み
る
（
北
西
か
ら）

天
井
石
を
み
る
（
北
か
ら）

第
一

号
石
室

天
井
石
と
岩
棚
の
状
態
を
み
る
（
北
東
か
ら）

天
井
石
除
去
後
の
石
室
上
面
と
岩
棚
を
み
る
（
北
東
か
ら）

グ
リ
ッ
ト
除
去
後
の
全
景
を
み
る
（
西
か
ら）

岩
陰
内
の
落
石
と
グ
リ
ッ
ト
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
み
る
（
西
か
ら）

図

版

目

次

第
一

七

第
一

六

第
一

五

第
一

四

第
一

三

第 第 第
一

〇

辿
跡

辿
跡

第
一

号
石
室

石
室
内
人
骨
・

副
葬
品
検
出
状
態
（
北
東
か
ら）

石
室
内
人
骨
・

副
葬
品
検
出
状
態
（
南
西
か
ら）

第
一

号
石
室

人
骨
と
剣
·

鉾
の
検
出
状
態
（
上
か
ら）

辿
跡

第
一

号
石
室

石
室
内
人
骨
・

副
葬
品
検
出
状
態
（
上
か
ら）

辿
跡

第
一

号
石
室

石
室
全
景
の
俯
諏
（
南
西
上
か
ら）

石
室
内
鹿
角
製
釣
針
の
検
出
状
態

石
室
内
鉄
製
釣
針
の
検
出
状
態

追
跡

追
跡

石
室
南
壁
上
面
の
副
葬
品
検
出
状
態

石
室
南
壁
と
岩
棚
（
北
か
ら）

第
一

号
石
室

石
室
内
副
葬
品
検
出
状
態

石
室
内
鹿
角
製
嗚
鏑
・

鉄
鏃
検
出
状
態

追
跡

天
井
石
除
去
後
の
副
葬
品
の
検
出
状
態
（
北
西
か
ら）

石
室
南
壁
上
面
の
副
葬
品
と
岩
棚
（
北
西
か
ら）

逍
跡

第
九

追
跡

第
一

号
石
室

石
室
の
東
北
隅
の
外
側
の
状
態

第
三
号
石
室
と
の
石
梢
み
の
関
係

第
一

号
石
室

第
一

号
石
室

第
一

号
石
室
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第
二
五

第
二
四

第
二
二

第
二
＝―

第 第
二
〇

第
一

九

7．

嗚
鏑
と

鉄
鏃

3
 
5
 

辿
物

辿
物

辿
物

辿
物

第
一

号
石
室

A
号
鉄
剣
の
把
頭
装
具
を
六
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

第
一

号
石
室

A
号
鉄
剣
の
把
縁
装
具
を
四
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

第
一

号
石
室

A
号
鉄
剣
の
鞘
口
装
具
を
六
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

A
号
鉄
剣
の
鞘
尾
装
具
を
四
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

第
一

号
石
室

B
号
鉄
剣
の
把
頭
装
具
を
六
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

第
一

号
石
室

l.

B
号
鉄
剣
の
組
合
せ
把
縁
装
具
を
六
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

2．

突
起
の
組
合
せ
部
を
抜
去
し
た
状
態
を
横
か
ら
み
る

2
を
上
下
か
ら
み
る

4．

突
起
組
合
せ
部
の
ほ
ぞ
孔
を
み
る

そ
の
X
線
写
真

第
一

号
石
室

l.

B
号
鉄
剣
の
鞘
口
装
具
を
六
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

2.

B
号
鉄
剣
の
鞘
尾
装
具
を
四
方
向
か
ら
み
る
（
実
大）

第
一

号
石
室

鉄
鏃
と

2.

4.

6.

8．

そ
の
X
線
写
真

3
 

第
三
〇

第一
ニ
―

第一―――
―

第
二
九

第
二
八

ー

辿
物

第
一

号
石
室

第
一

号
石
室

第
一

号
石
室

l．

鹿
角
製
擬
似
餌
付
組
合
せ
釣
針
と

2．

そ
の
X
線
写
真
（
三
方
向
か
ら）

第
一

号
石
室

l．

鹿
角
製
釣
針
（
三
方
向
か
ら）

2.

3．

不
明
鹿
角
製
品
（
三
方
向
か
ら）

第
一

号
石
室

1．

鹿
角
製
把

3.

4.

5.

6.
 

7.
 

8.
 

鹿
角
製
円
筒
把

鹿
角
製
擬
似
餌
付
組
合
せ
釣
針
の
鞘
部

鹿
角
製
擬
似
餌
付
組
合
せ
釣
針
の
鞘
部
の
未
製
品

鹿
角
製
錐

9．

鹿
角
製
有
孔
錐
？

10．

魚
骨
製
針

11．

貝
製
錐
(
90
度
回
転
さ
せ
て
み
る）

第
一

号
石
室

鹿
角
製
筒
型
製
品

2．

鹿
角
製
刀
子
把
未
製
品

3．

鹿
角
製
鈷

4．

鹿
角
製
円
板
（
表
裏）

辿
物

追
物

2
 
ー

辿
物

辿
物
2

4

6
 

辿
物

1

3

5

 

辿
物

2
 

．

鉄
製
釣
針
と

8．

そ
の
X
線
写
真

7
 

追
物

7
 
8
 

9

刀
子

6

石
突

鉄
鈷
と

5.

6．

鉄
鏃

第
一

号
石
室

ー

2
 
そ
の
X
線
写
真

不
明
鉄
製
品

3
 第

一

号
石
室

A
号
鉄
剣
と

B
号
鉄
剣
と

4
 

第
二
七

辿
物

ー

2
 
そ
の
茎
の
X
線
写
真

そ
の
茎
の
X
線
写
真

5．

鉄
鉾

3

鉄
鈷
と

第
一

八

辿
物

1

鉄
鏃
と

剣
・

鉾
を
除
去
し
た
人
骨
（
上
か
ら）

第
二
六

辿
物

．

そ
の
X
線
写
真

4．

そ
の
X
線
写
真

2
 

3．

鉄
舵

4

鉄
鎌
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第
三
六

第
三
三

第
三
四

第
三
五

第
三
七

第
三
八

第
三
九

5
 

辿
物

辿
物
3

 

ー

辿
物

4
 

4

そ
の
X
線
写
真

．

鹿
角
製
刀
子
把
未
製
品

6

 

2
 

．

そ
の
X
線
写
真

4 ．

そ
の
X

線
写
真

2 ．

そ
の
X
線
写
真

そ
の
X
線
写
真

辿
物

第
二
号
石
室

2 .

3 .

4
 

辿
跡
ー

辿
物

辿
物

2

 
3

 

5

6

7

8

鉄
鏃

4
 
須
恵
器
壺

5
 
6

2
 
土
師
器
碗

須
恵
器
杯

5 ．

滑
石
製
有
孔
円
板

第
一

号
石
室

1 ．

土
師
器
碗

4 ．

土
師
器
壺

第
一

号
石
室

須
恵
器
杯

須
恵
器
提
瓶

第
二
号
石
室

人
骨
出
土
状
態
（
北
西
か
ら）

石
室
西
壁
基
底
部
の
辿
存
を
み
る
（
北
西
か
ら）

，

 

12

刀
子

10 ．

鉄
錐

11

不
明
鉄
製
品

鉄
刀
片
（
表
面
に
布
目
あ
り）

第
二
号
石
室

刀
子
把
と

鉄
鏃
と

第
二
号
石
室

l ．

刀
子
把
と

3．

刀
子
把
と

第
二
号
石
室

l ．

刀
子
の
刀
身
と

3．

刀
子
の
刀
身
と 2

 

鹿
角
製
刀
子
柄

そ
の
X
線
写
真

3
 

5
 
須
恵
器
壺

土
師
器
碗

須
恵
器
藍

7
 

6 ．

滑
石
製
臼
玉

8
 

第
四
六

辿
物

第
四
五

辿
物

第
四一――

第
二
号
石
室

鉄
鈍

第
二
号
石
室

1 ．

鹿
角
製
釣
針
を一―一
方
向
か
ら
み
る

3．

鹿
角
製
組
合
せ
式
鉄
製
釣
針
の
鞘

4 ．

鹿
角
製
組
合
せ
式
鉄
製
釣
針
の
鞘

第
二
号
石
室

Y

字
型
鹿
角
製
品
の
表
面

鹿
角
製
瑕
め
込
み
台
を
側
面
か
ら
み
る

下
面
か
ら
み
る

第
二
号
石
室

1 .

Y
字
型
鹿
角
未
製
品
の
表
面

3．

鹿
角
製
坦
め
込
み
台
を
側
面
か
ら
み
る

5 ．

下
面
か
ら
み
る

第
二
号
石
室

ー ．

鹿
角
製
未
製
品
(-―一
方
か
ら
み
る）

2 ．

鹿
角
製
未
製
品
（
＝一
方
か
ら
み
る）

第
二
号
石
室

ー ．

鋸
歯
文
帯
拌
型
鹿
角
製
品
の
表
而

3 ．

無
文
拌
型
鹿
角
製
品

4 ．

無
文
拌
型
鹿
角
製
品

5 ．

滑
石
製
臼
玉

6 ．

滑
石
製
紡
錘
車

第
四
四

辿
物

第
二
号
石
室

．

鏃
型
鹿
角
製
品
（
表
裂
面）

l

2

3

4

5

6

7

 

第
四

第
四

辿
物

第
四
〇

辿
物

5
 
3

 

ー

追
物

辿
物

2
 
鉄
鎌

7

不
明
鹿
角
製
品

3

 

8

2
 

2．

同
裏
面

2
 
同
裏
面

5．

鹿
角
製
未
製
品

2
 

鉄
製
釣
針
と

鉄
斧
（
表
裏）
，

 

同
裏
面

4

上
面
か
ら
み
る

4 ．

上
面
か
ら
み
る

そ
の
X
線
写
真

鹿
角
製
釣
針
の
一

部
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第
五
四

第
五
三

第
五

第
五
〇

第
四
九

辿
跡

第
三
号
石
室

石
室
北
壁
の
梢
石
の
状
態
を
み
る

須
恵
器
壺

第
二
号
石
室

1 ．

須
恵
器
・

壺

4 .

5 ．

須
恵
器
壺

第
三
号
石
室

石
室
の
上
面
が
現
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る
（
南
西
か
ら）

石
室
内
第
二
次
埋
葬
人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
南
西
か
ら）

第
三
号
石
室

石
室
内
第
二
次
埋
葬
人
骨
と
辿
物
出
土
状
態
を
み
る
（
南
東
か
ら）

石
室
内
第
一
次
埋
葬
人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
南
東
か
ら）

石
室
内
第一
次
埋
葬
人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
南
東
か
ら）

石
室
内
第一
次
埋
葬
人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
南
西
か
ら）

石
室
を
俯
諏

石
室
内
第一
次
埋
葬
人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
北
東
か
ら）

第一
号 、

第
二
号
石
室
と
の
重
な
り
を
み
る
（
束
上
方
か
ら）

2 ．

須
恵
器
直
口
壺

10 ．

須
恵
器
把
手
付
壺

3 ．

須
恵
器
短
頸
壺

第
六

第
六
〇

辿
跡

逍
跡

第
四
号
石
室

石
室
と
人
骨
の
検
出
状
態
を
み
る
（
南
東
か
ら）

石
室
と
人
骨
の
検
出
状
態
を
近
接
し
て
み
る
（
東
南
か
ら）

第
四
号
石
室

辿
跡

第一
二
号
石
室

7
 
ー

第
五
九

辿
物

第
五
二

辿
跡

第
三
号
石
室

砥
石

第
三
号
石
室

土
師
器
壺

須
恵
器
碗

3
 

8
 

2
 

須
恵
器
蓋

須
恵
器
壺

9 .

3
 

須
恵
器
聡

4

5

6

須
恵
器
杯

ー

鹿
角
製
刀
子
と

4 ．

砥
石

2 ．

そ
の
X
線
写
真

第
五
八

迫
物

第
三
号
石
室

辿
跡

7
 

5
 
鹿
角
未
製
品

そ
の
X
線
写
真

6
 
鹿
角
製
嗚
鏑
と
（
側
面
と
下
面）

1

刀
子

2 ．

刀
子

3 ．

鉄
鏃

4 ．

等
型
鹿
角
製
品

追
跡

第
五
七

迫
物

第
三
号
石
室

辿
物

第
四
八

追
物

第
二
号
石
室

l .

2 .

3
 
4

5

6

7

8 ．

須
恵
器
藍
杯

．

鉄
鏃
と

．

鉄
鏃
と

．

鉄
鏃
と

7 ．

鉄
鏃
と

9 ．

鉄
鏃
と

．

そ
の
X
線
写
真

•

そ
の
X
線
写
真

．

そ
の
X
線
写
真

10 ．

そ
の
X
線
写
真

8
 

5
 

6
 

3
 

4―
 

ー

2
 

第
五
六

迫
物

第
三
号
石
室

3
ー

4

5
1
6

7
ー

8

9
ー

10 ．

須
恵
器
薔
杯

1

2 ．

土
師
器
碗

第
四
七

辿
物

第
二
号
石
室

石
室
内
第一
次
埋
葬
人
件
除
去
後
底
部
に
敷
か
れ
た
貝
殻
を
み
る
（
南
束
か
ら）

貝
殻
除
去
後
の
石
室
底
部
を
み
る
（
南
東
か
ら）

第
五
五

迫
跡

第一
二
号
石
室

7

8

9

滑
石
製
有
孔
円
板

10 ．

貝
製
有
孔
円
板

そ
の
X
線
写
真

石
室
南
壁
の
和
石
の
状
態
を
み
る
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第
六
九

第
六
八

第
六
七

第
六
六

第
六
四

第
六

第
六

追
跡

第
六
号
石
室

人
骨
出
土
状
態
を
見
る
（
北
上
方
か
ら）

第
七
六

辿
物

第
七
号
石
室

土
師
器
壺

2．

須
恵
器
杯

3
\
ll．

須
恵
器
蓋

第
五
号
石
室

人
骨
除
去
後
の
石
室
を
み
る
（
北
西
か
ら）

l．

鹿
角
製
有
孔
円
板

2．

臼
玉

3

貝
輪

第
六
号
石
室

岩
棚
と
側
壁
と
に
天
井
石
を
架
し
た
状
態
を
み
る
（
北
か
ら）

天
井
石
を
除
去
し
た
状
態
を
み
る
（
北
か
ら）

8

刀
破
片
と

，

 

5
 
刀
子
片鉄

鏃
の
茎

6
 

2
 
鉄
鏃7．

鉄
鎌

そ
の
X
線
写
真

辿
跡

第
五
号
石
室

岩
棚
と
第
五
号
石
室
を
み
る
（
西
か
ら）

出
土
状
態
を
み
る
（
西
か
ら）

第
五
号
石
室

人
骨
出
士
状
態
を
み
る
（
西
か
ら）

人
骨
の
状
態
を
み
る
（
西
か
ら）

追
跡
・

追
物

追
跡

第
七
号
石
室

辿
跡

逍
跡

第
六
五

辿
跡

6
 
ー

辿
物

辿
物

追
物

7
 

10 

11 

土
師
器
長
頸
壺

4
 

石
室
と
人
骨
の
検
出
状
態
を
み
る
（
北
東
か
ら）

石
室
の
人
骨
除
去
後
の
状
態
を
み
る
（
東
か
ら）

第
四
号
石
室

1．

鹿
角
製
刀
子

2.

3.

4．

刀
子
先
端
部
（
折
損）

5．

鉄
鏃
の
一

部

6．

貝
製
頸
飾
り

第
四
号
石
室

l.

2．

土
師
器
壺

3.

第
四
号
石
室

土
師
器
壺

2
ー

3.

8.

9.
 

4
ー

5．

須
恵
器
蓋
杯

須
恵
器
盗

烏
骨

第
七
五

辿
物

第
七
四

第
七
三

第
七
号
石
室
と
第
八
号
石
室
を
み
る
（
北
西
か
ら）

石
室
の
構
造
を
み
る
（
北
西
か
ら）

石
室
底
部
の
須
恵
器
出
土
状
態
（
北
西
か
ら）

第
七
号
石
室

須
恵
器
出
土
状
態
を
み
る
（
南
か
ら）

須
恵
器
を
除
去
し
た
状
態
（
南
か
ら）

第
七
号
石
室

石
室
底
部
の
お
ち
こ
み
内
の
須
恵
器
を
み
る
（
北
西
か
ら）

第
四
号
石
室
（
手
前）

と
第
七
号
石
室
を
み
る
（
東
か
ら）

第
七

ーー

辿
跡

2.
 
ー

第
七
号
石
室
土
師
器
皿

第
七

5

6

7

8

 

1

2

3

4

 

辿
物

第
七
〇

辿
跡

10

鉄
刀
破
片

3
 
鉄
鏃
と

土
師
器
碗

9.

10．

須
恵
器
蓋

13．

須
恵
器
俵
瓶

第
六
号
石
室

人
骨
出
土
状
態
を
み
る
（
東
か
ら）

側
壁
の
状
態
を
み
る
（
西
か
ら）

第
六
号
石
室

4

そ
の
X
線
写
真

人
骨
除
去
後
の
状
態
を
み
る
（
北
上
方
か
ら）
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第
八
六

第
八
三

第
八

第
八

第
八
〇

第
七
九

第
七
八

第
七
七

第
七
号
石
室

l
1

14 ．

須
恵
器
杯

辿
物

第
七
号
石
室

l
_

11 ．

須
恵
器
杯

遺
物

第
七
号
石
室

ー ．

須
恵
器
壺

2

辿
物

第
七
号
石
室

l .

2 ．

須
恵
器
提
瓶

辿
跡
·

逍
物

第
八
号
石
室

天
井
石
が
内
部
に
落
ち
込
ん
で
い
た
（
北
か
ら）

天
井
石
を
除
去
し
た
状
態
を
み
る
（
北
か
ら）

1 ．

刀
子

2 ．

須
恵
器
杯

須
恵
器
肱

第一
火
葬
跡

火
葬
跡
の
灰
炭
附
の
断
面
を
み
る
（
西
か
ら）

金
銅
棗
出
土
状
態
を
見
る
（
西
か
ら）

辿
跡
・

辿
物

第一
火
葬
跡

金
銅
環
出
土
状
態
を
み
る

第
八
五

辿
跡

追
物

辿
物

辿
物

第
八
四

辿
物

第
八
号
石
室

2 ．

須
恵
器
高
杯

2
ー

3

l

l

 

6
|
7

8
1
9

 
4

 

第
七
号
石
室

1
1

12 ．

須
恵
器
杯
薔

第
七
号
石
室

l .

2 .

3 .
 

3

須
恵
器
提
瓶

3
 

須
恵
器
直
口
壺

須
恵
器
薔

須
恵
器
薙
杯

10

5
 

3
 
4

 

須
恵
器
蓋
杯

須
恵
器
腺

11 .

12 ．

須
恵
器
杯

第
九
四

第
九
三

第
九

第
九

第
九
〇

第
八
九

第
八
七

辿
跡
・

辿
物

特
殊
追
構

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
肋
板
骨
出
土
状
態

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
肋
板
骨
除
去
後
の
落
ち
込
み
を
み
る

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
肋
板
骨
の一

部
が
焼
け
て
い
る

辿
物

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

肋
板
骨
の
衷
面
に
み
ら
れ
る
放
射
状
の
刃
物
の
あ
と
の
一
例

肋
板
骨
の
裏
面
に
み
ら
れ
る
放
射
状
の
刃
物
の
あ
と
の
一
例

製
塩
辿
構

製
塩
土
器
の
出
土
状
態

製
塩
土
器
の
出
土
状
態

迫
物

製
塩
辿
梢

製
塩
土
器
破
片

製
塩
土
器
口
縁
部
破
片

辿
物

製
塩
辿
梢

製
塩
土
器
底
部

辿
物

土
器
類

土
師
質
口
縁
部
（
表
面）

同
(
[表
面）

辿
物

土
器
類

土
師
質
煮
沸
土
器
（
表
面）

同
（
裏
面）

土
器
類

土
師
質
土
釜
類

辿
跡

2
 

第
八
八

辿
物

2
 
3

 

2

3

4

5

6

7

8

金
銅
棗
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第
一

0
五

第
一

0
四

第
一

0
ニ

第
一

0
三

第
一

〇

第
一

0
0

辿
物

土
器
類

l
i
lo

須
恵
器
杯

第
一
―

六

追
物ー

3
ー

4

ー

辿
物ー

2
 

須
恵
器
薔

ー゚

5
ー

6.

9
_

7
 

8
 

ー

辿
物 l

i
8
 
土
師
器
杯、

碗

土
器
類

l
i
ll．

須
恵
器
壺

辿
物

土
器
類

ー
ー
12

須
恵
器
藍

辿
物

土
器
類

l
1
10．

須
恵
器
薔

辿
物

土
器
類

ー
＼
lo．

須
恵
器
蓋

土
器
類

第
九
九

追
物

土
器
類

第
九
八

辿
物

第
九
七

第
九
六

追
物

辿
物

漁
具
類

土
錘
類

土
器
類

1
1
4．

土
師
器
壺

陶
磁
器
類

摺
鉢

第
九
五

追
物

土
器
類

摺
鉢

須
恵
器
壺

須
恵
器
杯

11
ー

12．

須
恵
器
蛮
杯

9．

土
師
器
壺

5

6．

製
塩
土
器

第
一
―

五

辿
物

第
一
―

四

土
器
類

ー
＼
5．

須
恵
器
短
頸
壺

辿
物

土
器
類

ー
＼
5．

須
恵
器
直
口
壺

土
器
類

須
恵
器
台
付
長
頸
壺

土
器
類

2.

3．

須
恵
器
臆

辿
物 ー

第
一
―

三

辿
物

第
一
―
―
―

第

ー

第
一
―

°

辿
物

土
器
類

ー
！
14．

須
恵
器
杯

辿
物

土
器
類

l
i
12．

須
恵
器
杯

辿
物

土
器
類

l
i
14．

須
患
器
杯

土
器
類

須
恵
器
杯

2.

7．

須
恵
器
つ
ま
み
付
き
薔

須
恵
器
広
口
壺

土
器
類

2.

3．

須
恵
器
高
杯

辿
物，

 

6
 

ー

第
一

〇
九

追
物

第
一

〇
八

第
一

〇
七

第
一

〇
六

辿
物

土
器
類

2．

須
恵
器
提
瓶

土
器
類須

恵
器
提
瓶

2
 

3
 

4．

須
恵
器
杯

2

須
恵
器
長
頸
壺

6．

長
頸
壺

6．

須
恵
器
直
口
壺

4
ー

5

4
 
5
 

3

4

平
瓶

須
恵
器
有
蓋
高
杯

須
恵
器
高
杯

8．

須
恵
器
台
付
き
直
口
壺
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第
―

二
六

第
―

二
0

第

二

二

第
―

ニ
ニ

第
―

ニ―――

第
―

二
四

策
―

二
五

第

ニ
―
七

第
―

二
八

人
骨第
三
号
石
室
1
号
人
骨

ー．

前
面
観

2．

上
面
観

3．

側
面
観

人
骨 第
二
号
石
室
3
号
人
骨

1．

前
面
観

2．

上
面
観

3．

側
面
観

人
骨第
二
号
石
室
2
号
人
骨

前
面
観

2．

上
面
観

3．

側
面
観

第
一

三
六

貝
類

人
骨

4
 

5
 

第
二
号
石
室
1
号
人
骨

1．

前
面
観

2．

上
面
観

3．

側
面
観

3
 

人
骨

ー

2
 

第
一

号
石
室
2
号
人
骨

1

前
面
観

2．

上
面
観

3

側
面
観

第

ニ
二
四

第
一

三
五

第
五
号
石
室
人
骨

ア

オ
ウ
ミ
ガ

メ

第
8
頚
椎

右
第
1
肋
板
骨

左
肩
帯
（
上
・

左
肩
甲
骨

下
・

左
後
烏
口
骨）

右
腸
骨

上
・

左
上
腕
骨

下
・

左
大
腿
骨

人
骨 第
一

号
石
室
1
号
人
骨
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岩陰内の落石とグリットのセクションをみる （北西から）

グリット除去後の全最をみる（北西から）
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束側の岩棚をみる （西から）

束側の岩棚から全批をみる（北東k方から）
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表土除去後 天井石をみる （北西から）

天井石をみる （北から）
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天井石と岩棚の状態をみる （東から）

▼ 9.、．正：マ
天井石除去後の石室上面 と岩棚をみる （東から）
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石室の束北隅の外側の状態

第三号石室との石栢みの関係
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天井石除去後の副葬品の検出状態 （北から）

石室束壁上面の副葬品と岩棚（北から）
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石室束壁と岩棚（西から）
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石室内副葬品検出状態

石室内鹿角製鳴鏑・鉄鏃検出状態
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石室内鹿角製釣針の検出状態

石室内鉄製釣針の検出状態
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石室全批の俯嗽（南西上から）
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石室内人骨・副葬品検出状態（南西から）
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石室内人骨・副葬品検出状態（北束から）
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人骨と剣・鉾の検出状態（上から）

剣・鉾を除去した人骨（上から）．
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1. Aサ鉄剣と 2. その括のX線
‘

Ij真 3. B;；•鉄灸ljと 4. その苓のX線与真

5. 鉄鉾 6. 石突
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A砂鉄剣の把頭装具を六）j向からみる （実大）
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A号鉄剣の把縁装具を四方向からみる （実大）
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A号鉄剣の鞘l」装具を六方向からみる

A乃鉄剣の鞘/(装具を四方向からみる

（実大）

（＇兵大）
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B号鉄剣の把頭装具を六方向からみる （実大）
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1. B号鉄剣の組合せ把縁装具を六方向からみる （実大）

2. 突起の組合せ部を抜去した状態を横からみる

3. 2をK下からみる 4. 突起組合せ部のほぞ孔をみる
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1 .  B衿鉄剣の鞘11装具を六）j向からみる

2 .  B号鉄剣の鞘｝己装具を1IL|｝]向からみる

（実大）

（実大）
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1. 鹿角製把 2. 鹿角製円筒把 3. 4. 5. 6.｝鹿角製擬似餌付組合せ釣針の鞘部

7. 鹿角製擬似餌付組合せ釣針の鞘部の未製品 8. 鹿角製錐 9'｝鹿角製有孔錐？

10. 魚骨製針 11. 貝製錐(90度回転させてみる ）
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1. 2. 3. 4. JH- 5. 6. 7. 8. 鉄鏃
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